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　今後、国家ライセンス（技能証明）取得時に実地試験が免除となる講習を行います。対象は研究会の設立の趣旨に準じて、
在学生ならびに関係者を原則限定として実施します。本学厚木キャンパスは神奈川県厚木市飯山南に位置しています。
講習場となるエリアは、広大なグラウンドと地上7階建ての体育館内部となります。この環境はドローンの操縦技術の習得
に最適な場といえます。

　本学は以前からドローンで撮影した画像を利用して、電気設備の管理や農産業の植生状態の確認などの実験や研究
に取り組んできました。大学内にドローン・サイエンス研究会の支部を設立するという構想が具現化したのは、こうした
取り組みを向上していくためです。

　本学は、「時勢の必要に応ずべき写真術の実技家及び研究家を養成し、併せて一般社会における写真術の向上発達を
図る」という建学の精神のもと、日本初の写真専門の高等教育機関として1923年に設立されました。本研究会は、先端の
技術を利用して、社会の発展に寄与する本学の建学の精神にまさに合致するものです。

　創立100周年を迎えた現在、ドローンは多岐にわたる分野で重要な技術として社会に位置づけられるようになってき
ました。本学は、建学の精神を継承しつつ、ドローン技術を活用した撮影、SfMを用いた画像処理（フォトグラメトリ）、測
量、3D構築・造形などの分野で社会に貢献できる人材の育成を目的に、本研究会の活動を展開していきます。また、本研
究会では学内施設で完結する講習と試験を通じて「無人航空機操縦者技能証明（二等）」の取得を目指し、学生の研究者
としてのスキル向上を支援していきます。
　東京工芸大学は、これからもテクノロジー（工学）とアート（メディア芸術）を融合し、未来への挑戦を続けてまいります。

　東京工芸大学（学長：吉野弘章、所在地：神奈川県厚木市、以下、本学）ドローン・
サイエンス研究会（以下、本研究会）は、「株式会社先端技術無人航空機トレーニング
センター（以下、AUTC）」の分校である「AUTC東京工芸大学ドローン・サイエンス研
究会支部」として登録講習機関活動を開始します事を、お知らせいたします。（登録講
習機関 事務所コード T0232010）
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ドローン国家ライセンス取得のための
登録講習機関活動開始
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■無人航空機操縦者技能証明（国家資格）

　無人航空機を飛行させるために必要な技能（知識及び能力）を有することを証明する資格制度です。

　【URL】https : / /www.ml i t .go . jp /koku/ leve l4 / l i cense/

東京工芸大学のドローンに関する活動

　【URL】https : / /www. t -kouge i . ac . jp /manab i /eng ineer ing/ i t c /85017 .h tml　

　（2022 .2 .26　社会人として'第二の刃'になる！と将来を見据えて挑戦）

　https : / /www. t -kouge i . ac . jp /manab i /eng ineer ing/85527 .h tml　

　（2023 .5 .9　ドローンで撮影した動画が公開されました）

■株式会社先端技術無人航空機トレーニングセンター

　無人航空機の操縦ライセンスに関する講習機関の運営および教育・指導・資格認定等を行います。

　【URL】https : / /www.autc . jp /

ドローン操縦練習風景ドローン操縦練習風景

「ドローン・サイエンス研究会」支部長の内田教授　 3D模型


